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「脚折雨乞」（４年に１度の降雨祈願祭）
（撮影者：写人の会 薄井政夫／撮影場所：埼玉県鶴ヶ島市）
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「子育て支援にも
男女共同参画型社会に即した施策を」
昨今、少子化傾向の進展もあって、子育て支援の必要性が叫ばれるようになりましたが、ややもす
ると支援の方向を誤って、子育て支援が本来めざすべき対策として適切に対応しきれていないものも
見られます。性急に成果を求め、子育て支援の意義そのものまで疑うような声がブームの陰で囁かれ
始めています。いくら子育て支援をしても、一向に出生率は上がらないではないかと、下げ止まらな
い少子化傾向に苛立ちを露にする人もいます。この苛立ちが高じると、子育ては本来は親、とくに母
親がすべきであって、支援が行き渡ることでかえって親を甘やかし、だめにすることになるという声
も聞こえてきます。
子育て支援は少子化に対する危機感に端を発していることは否めませんし、出生率の向上も大切な
社会的課題でしょう。しかし、子育て支援の第一義的目標は出生率の上昇ではありません。むしろ、
少子化をもたらしている社会の現実を是正することに力点が置かれるべきであり、結果的に少子化の
流れを変えることにもつながることが期待されます。
今日の少子化の原因は、高度経済成長期以来の性別役割分業体制の歪みにあることは明らかです。
子どもを産みたいと願っている女性が少なくないにもかかわらず、保育事情や職場の両立支援の手薄
さを考えて、産むことを躊躇せざるを得ない社会の現状を変えていく施策がとられなければなりませ
ん。両立支援は女性に限られがちですが、むしろ、子どもが生まれても仕事に専念して、家庭を省み
る余裕のない男性の働き方を変えることが必要不可欠です。こうした施策の実現は男女共同参画型社
会に即したライフスタイルの実現を少しずつでも前進させることが大切です。
もっとも、男女共同参画に対して相変わらずバッシングが続く中、少子化対策としても男女共同参
画は効果をあげていないという批判の声が一部にあがっています。しかし、これまでの少子化対策を
見ても、日本社会は男女共同参画に本気で取り組んできたとは言い難いことに注意する必要があるで
しょう。職場の両立支援の推進を求めて、301人以上の雇用労働者をかかえる企業に行動計画策定を
求めた次世代育成支援対策推進法が施行されましたが、提出期限の本年3月末までに提出した企業は
4割に届いていません。子育て支援の必要性は盛んに叫ばれてはいるものの、施策が追いついていな
い状況が続いているのです。
子育て支援をかけ声だけに終わらせないためにも、男女共同参画社会の実現という観点から、支援
の推進を見守る必要があると考えます。
プロフィール
現 職 恵泉女学園大学・大学院教授
子育てひろば「あい・ぽーと」施設長
専攻分野 発達心理学　ジェンダー論
所属学会等 日本心理学会　発達心理学会等
著 書 『「子育て支援が親をダメにする」なんて言わせない』
（岩波書店　2005年）
『メディアにひそむ母性愛神話』（草土文化：2003年）
『子育てがつらくなったとき読む本』
（PHP研究所：2001年)
『母性愛神話の罠』（日本評論社：2000年）
『子育てと出会うとき』（NHK出版：1999年）他。
平成17年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
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第9回世界女性学大会（韓国）
会館をご利用いただいた方の声
2、3年前から国立女性教育会館のホームページを見ていて、是非一度は会館
を訪問してみたいと思っていました。今回は、生涯教育の研究会のメンバー（家
庭裁判所の調停員、地方公務員、保育関係者等）と一緒に来ましたが、思ったよ
り大きくてすばらしい施設だと思いました。日本的な畳のある響書院で、お花や
お茶に触れることができてとてもよかったです。お茶の作法は韓国の作法とよく
似ているのではないかと思います。
また今度、機会がありましたらゆっくり見学したいと思います。
7月19日から24日にかけて、韓国の梨花女子大学校で、第9回世界
女性学大会「Women's World 2005」が開催されました。世界70か
国から約2000人の女性研究者、草の根活動家などが参加し、１週間
の間に530以上のワークショップやシンポジウムが行われました。3
年毎の開催ですが、今回はアジアで初の会議で、また国連で、「北
京＋10」ハイレベル会合が開催の年ということもあり、欧米、アフ
リカ、アジアと世界中から女性が集まり、大変盛況でした。
基調講演で話をしたアフリカのガートルード・モンゲラ議長は「女
性が社会を変えるために大切なことは、経済力と意思決定力―家庭、地域、政治のあらゆる段階で選
択する力―を持つこと、そのためには教育が重要だ」ということを強調しました。
毎朝8時半から行われるプレナリ会議では、国際的に著名な学者や女性活動家が暴力と平和、経済
と貧困、健康と環境などの主要テーマで発表を行いました。このほか、グローバリゼーション、人権、
ジェンダーと科学、ジェンダーと情報、人種やエスニシティーなど多岐に渡るサブテーマでのワーク
ショップが行われ、毎時、キャンパスのいくつもある建物のどこかで発表が行われているという状況
でした。国立女性教育会館からは神田理事長らが出席し、原ひろ子城西国際大学教授、藤村久美子東
洋英和女学院教授、アメリカや韓国の研究者らと『生涯
学習の国際比較』について発表しました。生涯学習の支
援や制度の違いなど、各国から集まった参加者から活発
な意見や質問が出ました。
国や自治体からの途上国参加者等への支援や数多くの
ボランティア、企業の協賛による援助など、韓国の女性
たちがこの会議を成功させるためのネットワークや力に
も大いに驚かされました。次回3年後はマドリッドで開
催されることが最後に発表されました。それまでにここ
で提起された課題の解決に向け前進するように会館でも
一層の取組みをしてまいります。
池宣如さん
嶺南大学生涯教育院（韓国） 代表　李淑子（イイ・スッチャ）さん
代表　池宣如（ジ・スンヨン）さん　　（6/11～12ご利用）
国立女性教育会館を利用して、12～13年になります。知り合いが会館の近くに住んでいたことから、
木目込人形作りのサークル活動を始めるようになりました。こちらの施設は月に一度、毎回2泊3日で
利用しています。
他の公共施設と比べて、食事や施設の変更等に柔軟に対応してくれるので、とても使い勝手がよい施
設です。また、売店や食堂の方の対応も非常に親切ですし、料金が安いうえ、活動をしてさらに宿泊も
できるところがよいと思います。
サークルのメンバーは、東京、神奈川などから参加していますが、会館は自然環境もすばらしく、朝
はとても気持ちがいいですね。
文化サークルの皆さん（6/27～29ご利用）
▲ワークショップにて
▲会議の様子
Embracing the earth（地球を抱きしめて）東、西、南、北
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事業予告・募集
今後の実験プログラムの開催予定
ご参加をお待ちしています。
A９月16、17日（金、土）
第１日　18：30～20：30
講演「戦後社会における女性と茶道：〈お茶〉はなぜ女のものになったか」
講師：国際基督教大学助教授　加藤恵津子氏
第２日　９：00～12：30
会館のお茶室（響書院、和庵）で、お茶を楽しみます。
B10月７、８日（金、土）
第１日　18：30～20：30
講義と運動「身体運動によるサクセスフルエイジング」
講師：日本女子体育大学教授　定本明子氏、助教授　笹本重子氏
第２日　９：00～12：30
講義「スポーツの文化的享受：楽しみ・健康・幸せ」
講師：日本女子体育大学学長・教授　永島惇正氏
運動「やさしく楽しい─生き生きダンス」
講師：日本女子体育大学助教授　坂本秀子氏
C11月５、６日（土、日）
第１日　18：30～20：30
講演「北条政子の生き方」
講師：女子美術大学付属中学校教諭　野村育世氏
第２日　９：00～
嵐山まつり・時代祭の見学または参加、自由解散
＊参加費は、宿泊費込で3,600～5,200円です（プログラム内容や、宿泊室のタイプによって
異なります）。
＊詳しくは事業課にお問い合わせ下さい。
国立女性教育会館研究紀要第10号論文募集
第10号（特集テーマ：災害復興とジェンダー、平成18年8月刊行予定）の投稿論文を募集し
ます。本紀要は、男女共同参画社会形成を目指し、ジェンダーに敏感な視点に立った生涯学習
に関わる国際的、学際的、実践的な研究を掲載するものです。この号から、投稿テーマは自由
となります。論文（20,000字以内）、実践事例研究（20,000字以内）、研究ノート（12,000字
以内）を募集しますので、ふるってご応募ください。詳細はホームページに掲載。
紀要の刊行を機に、研究と交流の輪がさらに広がることを期待して、「第9号入選論文報告
会」および「論文の書き方講座」を行います。
＊今年も、ヌエックで開催される「女性学・ジェンダー研究・交流フォーラム」の一ワークシ
ョップとして行います。「論文の書き方講座」は、基礎編と実践事例研究編の2組に分かれ
て行いますので、どちらでもご希望の講座にご参加ください（各先着50名ずつ）。
ヌエックホームページ URL：http://www.nwec.jp/
お問い合わせは研究国際室紀要第10号担当係　TEL 0493－62－6711（内線2304、2306）
締切：平成17年11月4日ª 必着
日時：8月26日ª16時～18時 場所：研修棟101
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平成17年度第１回実験プログラム「漱石とその妻鏡子」
事業の実施報告
5月20日ªの夜から21日ºの午前にかけて、「漱石とその
妻鏡子～漱石文学の源を探り、嵐山の初夏の自然に遊ぶ～」
が開催されました。
初日は、渡邊澄子氏（大東文化大学名誉教授）の講演「漱
石とその妻鏡子」が行われました。漱石と鏡子の生きた明治
時代は家父長的社会規範が厳しかった時代ですが、二人はそ
のような規範にあまりしばられず、むしろ漱石が性差別から
解放され、人間平等観をもてるようになったのは鏡子との
「喧嘩」のお陰、と講師がおっしゃいます。従来「悪妻」の代名詞のようにいわれてきた鏡子
ですが、いい意味での漱石文学に与えた影響などが、ジェンダー的視点から浮き彫りにされま
した。
2日目は、掛川繁氏（樹木医）の解説・案内により、会館の庭と、隣接する菅谷館跡を歩き
ました。緑陰をとおる薫風のなか、この季節の樹木の形態・葉・花の特徴等について熱心な質
問が続きました。
事業予告・募集
男女共同参画のための女性学・ジェンダー研究・交流フォーラム
平成17年8月26日ª～28日∂の間、2泊3日で「平成17年度男女共同参画のための女性学・
ジェンダー研究・交流フォーラム」を開催します。
今年の主題は「21世紀の男女平等・開発・平和 ～新たな未来に向かって」です。
今年は第4回世界女性会議（北京会議）から10年目の年。これを受けて、初日の講演及びシ
ンポジウムや3日間を通した主催者提供プログラムでは、「北京＋10」を中心とした国際的動向
や国連の動きに関する情報を提供するとともに、国内で新しい分野として注目されている「災
害と女性」「科学技術と女性」「次世代育成を担う地域づくり」「21世紀の新しい働き方として
の起業」「デジタル社会とコミュニケーション」の5つのテーマを中心として企画しました。
特に「災害と女性」は、昨年10月に発生した「新潟県中越大震災」の現場で浮き彫りになっ
た男女共同参画を巡る問題をシンポジウムやワークショップを通して、明らかにしていきます。
また、同時に全国から募集した100件を超えるワークショップを27、28日の2日間で開催し
ます。
企画盛りだくさんのフォーラムにどうぞご期待ください。参加申込方法・内容などのお問い
合わせは事業課まで。
女性のエンパワーメント支援セミナー
平成17年度「女性のエンパワーメント支援セミナー」を11月29日∏～12月2日ªの3泊4日
で開催します。
女性のエンパワーメント（力をつけること）を支援する女性教育・家庭教育に関する事業の
企画・立案及び団体・グループ・ＮＰＯ活動の推進に必要な専門的な知識・技術の習得等の実
践的な研修を行うことを目的としています。対象は、A行政担当者、B女性教育・家庭教育に
関する行政関係事業の企画・運営に携わっている人、C女性教育・家庭教育に関する団体・グ
ループやＮＰＯ等のリーダーです。
プログラムの詳しい内容、参加についてのお問い合わせは事業課まで。
▲講演会の様子
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事業の実施報告
5月28日º～29日∂の両日、全国29都道府県から定員を大きく超える186
名（女性126名、男性25名、子ども35名）の参加を得て「子育てネットワー
クinヌエック」を実施しました。子育てネットワークに寄せられる期待と関心
や、これまでに会館を始めとして全国各地で取り組まれてきた本協議会の成果
を大きく感じることのできる2日間となりました。
本年度の主題は「子育てネットワークが開く 未来への扉」。大日向雅美さん
（恵泉女学園大学・大学院教授）のコーディネートによるシンポジウムでは、
子育てネットワーク、企業、地方自治体の関係者が多様な子育てネットワーク
をめぐる課題や可能性について熱意をもって語られ、子育てネットワークが
「親の主体的な活動を支え、育て、異質なものとのネットワークを広げていくこと」「両性の働き方の見直
しに代表される企業の次世代育成支援の取組を活性化すること」などの社会の構造改革を促すエネルギー
をもっていることや、関係する様々な人や団体の顔が見え、意見を戦わせることのできる対等なネットワ
ークを築くことが大切であることなどが話し合われました。
分科会やテーマ別討論会でも、企業の社会貢献活動や行政との発展的な連携、父親が中心となった取組、
世代を超えた子育て、親への働きかけ、子どもの安全、子育てネットワークが自己点検評価する際の視点
など、子育てネットワークが地域における家庭教育や子育て支援に果たす大きな役割と課題を確認し合い
ました。
今後も、これまでの成果を踏まえて各地で実践を積み重ね、西日本地区大会：大分集会10月29日º～
30日∂、愛媛集会11月23日¥、宮崎集会・実施日未定、札幌大会：11月5日º～6日∂での再会を願い、
盛会の内に幕を閉じました。
平成17年度子育てネットワーク研究交流協議会
▲親子プログラム「パパ’S
絵本プロジェクト－『絵
本ライブ』のひとこま」
6月15日π～17日ªの間、2泊3日で「女性関連施設管理職セミナー」を開
催しました。全国の女性関連施設のセンター長や館長等の管理職57人の参加
をえて、「男女共同参画社会の形成に向けた、女性のエンパワーメントの拠点
としての女性関連施設の役割」というテーマで実施しました。
行財政改革の進む中、市町村合併、指定管理者制度の導入、予算削減など、
施設を取り巻く状況は厳しく動いています。各施設に与えられている男女共同
参画推進の拠点という使命と経営改善の狭間で、女性関連施設の管理職の果た
す役割は大変重要になっています。
各施設の今日的な課題に対応したプログラムとして、「男女共同参画社会の形成と女性関連施設の役割」
「施設管理職に求められる男女共同参画の視点とは」「女性情報の活用法」「女性関連施設と指定管理者制
度の導入」「管理・運営・評価」等を取り上げました。
終了後のアンケートでは、「女性関連施設の管理職としての知識、施設の役割等多くの学びを得ること
ができました。今後の経営に役立てていきたい」「ピンチはチャンスという言葉に共感し、勇気をもらい
ました」等のご意見が多く寄せられました。
平成17年度女性関連施設管理職セミナー
▲セミナーの様子
7月3日∂、福井県生活学習館にて「女性の生き方を考える－NPO活動を一
例として－」と題し、女性のキャリア形成支援連携プログラム（福井）が開催
されました。この事業は「生涯学習の活用と女性のキャリア形成支援に関する
調査研究」（平成15年度～17年度）の一環として、ヌエックが全国計4か所
（福井、熊本、福島、名古屋）の女性関連施設との共催で企画・実施する実験
プログラムの最初の取り組みです。調査研究のプロジェクト座長である岡本英
雄先生（上智大学教授）による基調講演「女性の生き方とNPO活動」を皮切
りに、ヌエックからの調査報告、さらに事例報告として、福井県内で活動して
いるNPO法人代表の林恵子さん、松村芙美子さん、ヌエック・ブックレット4『キャリア形成にNPO活動
をいかした女性たち』掲載者の小田信子さん（熊本）、小嶋寿見子さん（北九州）、計4名の方からプレゼ
ンテーションが行われた後、福井県より県内のNPO活動の状況について報告されました。最後に事例報
告者4名によるパネル・ディスカッションが行われ、NPO活動を女性の新しいキャリアのあり方の一つと
して捉えることの可能性と有効性、これからの課題について熱心に議論されました。
女性のキャリア形成支援連携プログラム（福井）
▲会場の様子
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「災害とジェンダー」というアプローチは、自然災害の影響をジェンダーに敏感な視点で捉え、
災害で引き起こされるジェンダー問題を明らかにし、救援、復興、回復のあらゆるプロセスにジ
ェンダー視点を統合し、女性のエンパワーメントと男女共同参画を推進する防災、災害支援、復
興政策、制度、プログラムを開発していこうとするものです。
災害が起こった時に受ける被害の内実はジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）によ
って異なることが、あちこちの被災地で共通して明らかになっています。1995年の阪神・淡路大
震災でも、女性の死者は男性よりも1,000人多く、とりわけ高齢女性の犠牲者が目立ちました。
女性の老いの貧しさが災害に対して脆弱な立場にさらされること、また、平時のジェンダー不平
等や固定的な性別役割分担が災害時には特に強く作用し、女性をさらに困難な立場に追い込むこ
とも明らかになりました。パートで働く女性の解雇・自宅待機、災害後の困難な家事や家族の世
話を一手に引き受けさせられた女性たちが退職に追い込まれる等、女性の雇用の悪化や、自立支
援金の男女不平等、また、女性への暴力、性被害など、震災後そして復興過程で、女性の経済的
自立や健康、人権に深刻な課題が生じました。
このような状況を繰り返さないためにも、あらゆる災害対策プログラムにジェンダーの視点・
男女共同参画の視点を組み込んでおく必要があります。国連は平成14年の第46回国連女性の地
位委員会（CSW）において、「環境管理と自然災害の軽減：ジェンダーの視点から」として12
項目の合意結論を採択し、さらに第49回CSW（北京＋10）でも
「インド洋津波災害の余波を含め、災害後の救援、回復、リハビ
リ、再建努力へのジェンダー視点の統合」を決議し、各国に要請
しています。日本国内でも、「男女共同参画基本計画」中間整理
の中で新たな課題として「防災・災害復興」があげられ、男女共
同参画の視点を取り入れた防災・災害復興体制の確立が施策の基
本的方向として提起されました。
国立女性教育会館客員研究員　尼川洋子
災害とジェンダー
ことばの基礎知識
調査研究・事業報告・資料の作成
このたび、ヌエック・ブックレット3『キャリア形成に生涯学習
をいかした女性たち－改訂版－』、同4『キャリア形成にNPO活動
をいかした女性たち』が2冊同時に刊行となりました。生涯学習や
NPO活動をキャリア形成にうまく結びつけた女性へのインタビュ
ー集です。女性のキャリア・プランの新たな可能性を考えるための
参考に、ぜひご一読ください。2冊とも定価500円（税込）でご購入
いただけます。お申し込みは霞ヶ関政府刊行物サービス・センター
（電話03－3504－3885／FAX 03－3504－3889）まで。
ヌエック・ブックレット3、4刊行
平成16年度に国立女性教育会館で実施した事業の実施概要及び成果を
「平成16年度国立女性教育会館（ヌエック）主催事業実施報告書」としてま
とめました。
「女性関連施設管理職セミナー」、「キャリア形成支援推進セミナー」等の
新規事業をはじめ、その他の研修・交流・情報・調査研究事業や社会教育実
習生の受入、ヌエックにおけるボランティア活動についても掲載しています。
この報告書は、都道府県教育委員会、女性関連施設、女性関連団体、社会
教育・生涯学習センター等に配布する予定です。
平成16年度国立女性教育会館主催事業実施報告書
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●利用案内
※ 休館日（平成17年8月～平成18年3月）
08月01日∑・15日∑
09月05日∑・20日∏
10月03日∑・17日∑
11月07日∑・21日∑
12月05日∑・19日∑・28日π～31日º
01月01日∂～04日π・16日∑
02月13日∑・20日∑
03月06日∑・31日ª
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食はご利用いた
だけます。
B休館日も電話・FAX・e-mailによる申込の
受付や利用相談などは行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状
況等がご覧になれます。
申込専用電話：0493－62－6723
ファクス　　：0493－62－6720
ホームページ：http://www.nwec.jp/
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄附
金を含む外部資金を受け入れております。今後とも事業の充実、運営の
改善及びサービスの向上に努めてまいりますので、皆様方の暖かいお篤
志を賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。
訂正とお詫び：本誌109号の「寄附金受け入れの報告」に誤りがありました。寄附者の正しい表記は「大野さんご苦労さんの会」でした。
訂正するとともに、お詫び申し上げます。
◎寄附金に対する問い合わせは
総務課へ
一定の金額までの寄附金については、
法人及び個人の場合ともに税法の規
定により所得から控除されます。
●主な利用団体（平成17年4月～6月）
●寄附金のお願い
４月 18日～19日
19日～10日
12日
13日～14日
18日
20日～21日
20日～21日
５月 19日～21日
21日
６月 14日～15日
18日
18日～10日
11日～12日
11日～12日
18日
25日
25日～26日
湘北短期大学保育学科
東洋大学ライフデザイン学部
千葉県印旛郡市連合婦人会
白梅学園大学子ども学部　
埼玉県地域婦人連合会
東京YWCA専門学校
埼玉純真短期大学乳幼児保育学科
社団法人　国際婦人教育振興会
埼玉県私立幼稚園新規採用教員研
修会
全国保育団体連絡会
埼玉県教育局生涯学習部
文部科学省社会教育課
足立区私立保育園連合会
嶺南大学生涯教育院（韓国）
全埼玉私立幼稚園連合会北部ブロ
ック
埼玉県幼稚園新規採用教員研修会
日本保育協会埼玉県支部
編 集 後 記
ヌエックニュース第110号
平成17年7月25日発行
編集発行　国立女性教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
@0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（総務課）62-6720（事業課）
62-6721（情報課）62-9034（研究国際室）
ホームページURL http://www.nwec.jp/
E-mail webmaster@nwec.jp
この紙は再生紙を利用しています。
b 仕事と育児の両立を目指す次世代育成支援対策推進法が4月に全面施行
されました。子どもが生まれたら1人につき100万円を支給する住宅メ
ーカー、0歳児から預かる従業員用託児所を開設した自動車メーカーなど、
少しずつですが企業の子育て支援が始まっています。
b 会館では「子育てネットワーク in ヌエック」を実施。子育ては未来の社
会をつくると同時に人間性豊かな文化もつくるということにもなります。
b 子育てとは別の件で会った埼玉県立高校の部活で空手を教えている若
い先生の話。｢試合に勝つことはもちろん大事ですが、部員に対し微力で
も人間としての常識、躾をしっかりと身に付けさせたい」と。
b 女性関連施設管理職セミナー2日目の夜「初夏の嵐山に女のことばをう
たう」と題し、吉岡しげ美さんのコンサートが行われました。「熱いもの
を感じた」「涙が出そうになった」など、すこぶる好評でした。
●展示コーナ （ー7月～9月）
「暴力を選ばないために」
人間の尊厳が力によって侵されることのない世界を実現するには？暴力に
依存するメンタリティを探り、どうしたら暴力を克服できるかを考えるため
の資料を、１階エントランスホールに展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例
「配偶者からの暴力に関する加害者向けプログラムの満たすべき基準及び実
施に際しての留意事項」
「愛する、愛される：デートDVをなくす・若者のためのレッスン7」
「脱暴力のプログラム：男のためのハンドブック」
・展示のリストはホームページに掲載しています。http://winet.nwec.jp/database/page04.php
利用団体の掲載もれについて 
 
本誌８ページ「主な利用団体」のところで次の団体の掲載もれがありました。 
追加をさせていただくとともに、お詫び申し上げます。 
 
５月１７日～１８日 
全国地域婦人団体連絡協議会 年次理事会 
